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　「ケーブルコンベンション2018」の関
連イベント「ケーブル技術ショー2018」
が、7月19日、20日に東京国際フォー
ラムで開催された。「～人と地域と社会を結
ぶ、情報通信インフラの実現に向けて～最
先端ケーブル技術の未来創造」をテーマに
掲げた会場には、82社が出展した。12月
1日からBSと110度CSで新4K8K衛
星放送（高度BS放送）が開始されること
もあり、昨年より7社増えという。
　本展示会については、本誌9月号で総合
的なレポートがなされているが、本稿では、
高度BS放送をケーブルで再送信する際に
必要となるトランスモジュレーションシス
テムと、家庭での視聴に欠かせない次世代
4Kセットトップボックス（STB）を主に
取り上げてみたいと思う。
　ケーブルテレビ局のヘッドエンド装置の
重要な要となるトランスモジュレーション
システムに関しては、パナソニック システ
ムソリューションズ ジャパン（パナソニッ
ク）、ミハル通信、住友電気工業、日本通信
機の4社が最新の製品を参考出展した。
　パナソニックは、「4K End-to-End ソ
リューション」をキーワードに掲げ、高度
BS用トランスモジュレーションシステム
と、家庭に導入される STBを使って4K
コンテンツの再生デモを行った。デモのシ
ステムは、デジタルトランスミッター「TZ-
BSA550TM」3台と予備機1台で構成さ
れており「トランスミッター1台で4Kを
3チャンネル扱える」と説明していた。ま
た、「予備機にコントローラー機能を内蔵し、
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サーバー不要のシステム構成となっている」
という。パナソニックのトランスミッター
は、ピザボックスタイプで、他のメーカー
のサブシャーシタイプと異なっているのが
特色である。高度BS対応新4K STBにつ
いては、他のメーカー製品とまとめて後述
する。
　ミハル通信は、「MGSRシリーズ」と名
付けた高度BSヘッドエンド装置を前面
に押し出していた。MGSRは、「Miharu 
Gigabit Sub Rack」を意味しており、「す
でに全国の50を超えるケーブルテレビ事
業者からMGSRシリーズの事前申し込み
を取り付けている」と語っていた。ブース
でのデモは、1台のMGSRで IF を受信
し IPで送信、これに接続されたもう1台
のMGSRで IP から QAMに変換してコ
ンテンツを再生して見せるという同社らし
い冗長系、無瞬断を強調した仕組みになっ
ていた。MGSRには、36Mbps以下に対
応する1スロットタイプと100Mbpsに
対応する2スロットタイプのサブシャー
シが組み込まれており「1スロットタイ
プは、単一QAM変調方式で、4K 1波を
256QAMで伝送できる。一方、2スロッ
トタイプは、複数QAM変調方式で、8K
を 256QAM 3波、または64QAM 4波
で伝送を実現する」という。出荷開始時期
を聞いてみたら、今年の秋からとのことで
あった。
　住友電気工業は、BS放送と高度BS放
送に対応する3Uサブシャーシ型トランス
モジュレーション装置「SBT-0101」を参

考出展した。ブースの担当者は、「12ユニ
ットを実装でき、1ユニットで最大4K 3
番組分、8K 1番組分の信号を送出できる」
と説明していた。出荷できる時期を聞いて
みたら「2018年10月から11月」との
回答であった。
　日本通信機は、昨年に引き続いて高度
BS右遷左遷信号を、単一または複数の
64QAM/256QAM変調搬送波で分割伝送
できる装置「8666B」を出展し、今年秋
から出荷を開始すると語っていた。
　次世代4K STBや既存のSTBに接続し
て使える4Kチューナーを出展したのは、
テクニカラー・パイオニア・ジャパン、パ
ナソニック、住友電気工業、DXアンテナ、
マスプロ電工だ。
　昨年3月にフランスのテクニカラーと
パイオニアのジョイントベンチャーとして
誕生したテクニカラー・パイオニア・ジャ
パンは、「BD-V570」と「BD-V5700R」
の2種の高度BS再放送用STBを出展し
た。後者は2TB HDD内蔵モデルで、前者
はHDD非内蔵タイプである。ブースの担
当者は、「両機種ともDOCSIS3．0内蔵、
ACASチップ搭載、C-CAS カード対応、
かつハイブリッドキャストに対応してい
る」と説明していた。しかし、「価格を低く
抑えるためにトランスモジュレーション方
式のみに対応しており、パススルー方式に
は対応していない」と断っていた。同社の
ブースでは、Android TVを採用した2種
のSTBも紹介された。1種は、4K対応の
「UZX8020」（愛称サファイア）で、もう
1種は、2K対応の「UIZ4026」（愛称パ
ール）である。
　パナソニックは、次世代4K STBを 2
台展示して、その1台でトランスモジュレ
ーション方式に基づく映像を再生、もう1
台でパススルー方式による再生デモを行っ
ていた。つまり、両方式に対応しており、
送信環境に合わせた受信設定ができるのが
メリットである。来場者は、それぞれの
STBに接続された4Kテレビで画質の評価
を下すことができた。ブースの担当者は、「今

写真1　パナソニックは、トランスミッター3台と
予備機1台で構成されたトランスモジュレーション
システムを出展して注目を集めた。

写真2　ミハル通信は、「MGSRシリーズ」と呼ぶ
高度BSヘッドエンド装置を前面に押し出して出展
した。
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回展示した2台は、ACAS搭載のベーシッ
クモデルで、この他にDVRモデルも開発
中である。発売は、ベーシックモデルが今
年の11月、DVRモデルは来年の1月に
なる」と付け加えていた。
　住友電気工業は、3種のSTBを使って
デモを実施していた。1種は、高度 BS
（SPEC-033/034）と高度ケーブル自主
（SPEC-035）放送受信に必要なMMT/
TLV/ACASを搭載した「ST4302」である。
課題は、周波数的に2．6GHzまでしか対
応できないとのことで、CS110度の左旋
番組は見られない。発売については、来年
春からKDDI経由で行うとのことであった。
2種目のSTBは、ケーブルプラスと呼ばれ、
RFと IPの4Kハイブリッド対応に仕上が
っている。最後の「ST4173」型STBは
IP専用で、「YouTubeなどによる4Kコン
テンツを視聴できる」とPRしていた。
　DXアンテナは、高度BS放送対応のチ
ューナー「DIR4000」を参考出展し、マ
スプロ電工は、「DT814」のPRに余念が
なかった。両社とも「今年秋には発売でき
る」と語っていた。これで、シャープ、東芝、
ピクセラ、ソシオネクストに、DXアンテ
ナとマスプロ電工を加え、6社のチューナ
ーが出揃う見込みとなった。
　上述した各社以外で注目を集めたのは、

ソニー、日本アンテナ、日本コントロール
システム、リーダー電子だ。
　ソニーは、4K HDR/HD SDRサイマル
送出システム「SWEV-X100」を大々的に
売り込んでいた。
　日本アンテナは、新4K8K衛星放送伝
送用周波数変換装置を紹介して注目を集
めた。NHKとの共同開発という変換装置
「SLDN32」「SLUN32」は、BS 左遷 IF
（2242～ 2681MHz）、110度 CS左旋
IF（2748 ～ 3224MHz） を VHF-Low、
Mid、Highなどの低い周波数にダウンコン
バートし、テレビ端子出力で元の周波数に
アップコンバートするものである。ブース
の説明員によれば、「この装置のメリットは、
ブースターなどの最低限の改修のみで、大
半の建物での伝送を実現できる」という。
　日本コントロールシステムは、ハイエン
ド4K8K非圧縮レコーダー「DRB8046」
を 出 展 し て い た。8K 120Hz 4：4：
4RGB信号の30分非圧縮記録を実現し、
同フルスペックの非圧縮再生ができる。さ
らに上位機種「DRB8092」も開発済みで、
これを使えば60分の記録・再生が可能と
いう。

　リーダー電子は、ISDB-S3 方式によ
る高度広帯域放送デジタル放送用受信
機「LF6710」 を 紹 介 し た。950 ～
3300MHz の BS-IF 信 号 を 受 信 し て、
ARIB STD-B44 に準拠した復調及び伝送
路復号化を行いMMT/TLV形式のストリー
ム信号を出力できる。受信機のモニターで、
16APSK変調信号の受信ステータスを明
瞭に表示できているのが特色である。
　さらに、今回の会場で、VRによる体験
デモが2カ所で目に付いた。1か所は、ジ
ョリ - グッドのブースで、CATVの新規
ビジネスの切り札として同社の「GuruVR 
Media Pro」の売り込みに余念がなかった。
ブースでは、Oculus Pro ヘッドマウント
ディスプレイ（HMD）を使う名所観光案内
の高精細360度VR映像の体験を促して
いた。
　もう1カ所は、耐震、免震、制震など
のインフラを得意とするTHKが初出展を
飾り、「免震VR体験」を提供した。HTC 
VIVE HMDを使って、地震体験と同社の免
震インフラの効果を体験してもらうのが狙
いであった。
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メデイア・ジャーナリスト　

写真3　ソニーの今回の目玉展示は、4K HDR/HD 
SDRサイマル送出システム「SWEV-X100」であった。

写真4　日本アンテナは、NHKと共同開
発した新4K8K衛星放送伝送用周波数変
換装置を紹介して来場者の関心を呼んだ。

写真5　ジョリ -グッドは、CATVの新規ビジネス
の切り札として「GuruVR Media Pro」の売り込み
に余念がなかった。


